
当森林組合は、地域の各種団体が行う、森林林業・木材利用の普及や環境保全の啓発のための活動を支援しています。

だより

白神森林組合だより

－
－

－ － －
－ －

CONTENTS

　Ｐ2………役員選挙結果

　Ｐ4………総代会〜事業報告
　Ｐ5………総代会〜事業計画
　Ｐ6………総代会〜損益計算書・計画、外

　Ｐ3………組合長就任挨拶

　Ｐ7………木材共販結果・市況動向
　Ｐ8………組合員研修会開催通知・林業コンクール

本・支所名　　　電話番号

本　　　所　0185−54−9300

能 代 支 所　0185−54−7402

八 峰 支 所　0185−77−2132

三 種 支 所　0185−84−2030

藤 里 支 所　0185−79−1562

二ツ井支所　0185−73−2938

木材流通センター　0185−59−2605

二ツ井加工場　0185−73−5818

白 神 森 林 組 合

常盤小中学校林：
測樹 / 間伐（H28.5.31/6.7）

秋田杉の里二ツ井まつり
（H28.8.6～7）

海と山と空の塾：
第 21 回ブナ植樹会（H28.6.12）

富根地区協議会・北都銀行：
春季里山保全活動（H28.5.21）



2

事業部長

佐々木清美
八峰町八森

総務部

金平　練一
八峰町峰浜

事業部

小山内一郎
八峰町八森

　
こ
の
新
体
制
の
も
と
、
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
、
組
合
員
の

利
益
を
最
優
先
と
し
て
組
合
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

従
前
に
も
増
し
て
ご
指
導
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
改
選
で
、
理
事
の
伊

勢
知
氏
、
丸
岡
一
直
氏
、
三
浦

金
昭
氏
と
監
事
の
若
松
健
悦
氏

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。長
い
間
、

組
合
経
営
及
び
監
査
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

総務部長

須合　勝治
能代市天内

副組合長理事

矢口　紀治
能代市桧山

総務副部長

佐々木　学
能代市常盤

事業副部長

藤田　　定
二ツ井町梅内

代表理事組合長

金野　忠德
二ツ井町仁鮒

総務部

石山　金由
二ツ井町切石

※
村
岡
實
氏
（
藤
里
町
藤
琴
）
が

当
選
、
就
任
し
ま
し
た
が
、
８

月
２
日
付
け
で
辞
職
願
が
提
出

さ
れ
、
欠
員
と
な
り
ま
し
た
。

事業部

佐々木 靖夫
藤里町粕毛

事業部

近藤　　貢
三種町鹿渡

事業部

加藤　徳道
三種町上岩川

総務部

畠山　育良
三種町豊岡金田

副組合長理事

北林　正幸
三種町下岩川

　

田村　利満
八峰町峰浜

代表監事

成田　和夫
藤里町藤琴

加藤　幸悦
三種町森岳

第
五
選
挙
区

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
挙
が
七
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
、
新
役
員
が
各
選
挙
区
か
ら
選
出
さ
れ

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
の
選
挙
で
は
、
監
事
選
が
第
三
・
四
選
挙
区
（
旧
二
ツ
井
町
・
藤
里
町
）
で
、
立
候
補
者
数

が
定
数
を
上
回
っ
た
た
め
投
票
に
な
り
ま
し
た
が
、
理
事
選
全
選
挙
区
と
そ
の
他
の
監
事
選
選
挙
区

で
は
無
投
票
で
当
選
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
新
人
理
事
が
四
人
、新
人
監
事
が
一
人
当
選
し
ま
し
た
。

　
就
任
初
日
の
八
月
一
日
に
新
役
員
に
よ
る
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
金
野
忠
德
氏
が
代
表
理
事
組
合

長
に
、
北
林
正
幸
氏
と
矢
口
紀
治
氏
が
副
組
合
長
に
再
任
さ
れ
、
三
役
の
続
投
が
決
定
に
な
っ
た
外
、

須
合
勝
治
氏
が
総
務
部
長
に
、
佐
々
木
清
美
氏
が
事
業
部
長
に
と
こ
ち
ら
も
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
同
日
開
催
の
監
事
会
に
お
い
て
、
成
田
和
夫
氏
が
代
表
監
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
尚
、
今
回
就
任
さ
れ
た
役
員
の
任
期
は
、
平
成
二
十
八
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
七
月

三
十
一
日
ま
で
の
三
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
三
・
四
選
挙
区

第
一
・
二
選
挙
区

役
員
改
選
結
果

◆
理
事
（
総
定
数
十
五
）

◆
監
事
（
総
定
数
三
）

第
一
選
挙
区
（
定
数
三
）

八
　
峰
　
町

第
二
選
挙
区
（
定
数
三
）

能
代
市
（
旧
能
代
市
）

第
三
選
挙
区
（
定
数
三
）

能
代
市
（
旧
二
ツ
井
町
）

第
四
選
挙
区
（
定
数
二
）

藤
　
里
　
町

第
五
選
挙
区
（
定
数
四
）

三
　
種
　
町
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先
般
行
わ
れ
た
役
員
の
改
選
で
、
代
表

理
事
組
合
長
に
再
選
さ
れ
た
金
野
忠
德
で

す
。

　
組
合
長
に
就
任
し
て
か
ら
早
や
三
年
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
森
林
所
有
者
だ
け
で

な
く
地
域
住
民
が
多
様
な
機
能
を
有
す
る

森
林
の
公
益
性
と
重
要
性
を
共
通
の
認
識

と
し
て
持
つ
こ
と
の
必
要
性
を
訴
え
な
が

ら
、
大
切
な
地
域
財
と
し
て
の
森
林
を
保

全
整
備
し
有
効
活
用
す
る
た
め
の
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
、
そ
の
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
に
腐
心
し
つ
つ
一
貫
し
て
取
り
組
ん

で
来
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
事
業
面
で
は
、
木
材
の

有
利
な
流
通
経
路
や
販
売
先
の
開
拓
、
高

性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
よ
る
素
材
生
産

性
向
上
と
コ
ス
ト
の
低
減
化
、
放
置
林
解

消
に
向
け
た
森
林
境
界
の
明
確
化
の
推
進

等
、
ま
た
組
織
・
財
務
面
で
は
、
組
合
員

数
・
出
資
額
の
増
大
、
職
員
や
労
務
班
員

の
従
業
員
の
働
き
方
、
支
所
業
務
の
在
り

様
の
改
革
等
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
来
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
三
年
間
に
つ
い
て
も
、

組
合
員
一
人
一
人
の
利
益
を
最
大
化
さ
せ

る
こ
と
を
最
優
先
し
な
が
ら
、
組
合
事
業

目
標
の
達
成
、
業
務
執
行
体
制
の
改
革
等

を
推
進
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
昨
年
、
森
林
組
合
系
統
で
は
、
新

た
な
運
動
方
針
で
あ
る
「
森
林
・
林
業
・

山
村
未
来
創
造
運
動
〜
次
代
へ
森
を
活
か

し
て
地
域
を
創
る
〜
」を
決
議
し
ま
し
た
。

　
当
組
合
で
は
、
地
域
の
実
情
に
即
し
、

効
率
的
か
つ
安
定
定
な
林
業
経
営
に
よ
っ

て
、
組
合
員
の
経
済
的
利
益
の
向
上
、
林

業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
に
よ
る
地
域
社

会
の
活
力
創
造
、
更
に
は
森
林
の
多
面
的

機
能
の
高
度
発
揮
に
よ
る
国
民
生
活
へ
の

貢
献
に
資
す
る
こ
と
と
、
次
代
に
健
全
な

森
林
を
継
承
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
事
業

活
動
を
展
開
し
て
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　
全
国
一
を
誇
る
豊
か
な
秋
田
ス
ギ
人
工

林
資
源
を
活
か
し
た
林
業
の
成
長
産
業
化

の
実
現
に
向
け
て
は
、「
森
林
サ
イ
ク
ル

（
伐
採
〜
植
栽
〜
保
育
〜
伐
採
）」
の
定
着

と
、「
木
材
の
生
産
・
流
通
・
需
要
」
の

計
画
的
な
拡
大
・
安
定
化
の
推
進
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
生
産
性
向
上
と

コ
ス
ト
低
減
が
可
能
な
生
産
シ
ス
テ
ム
の

確
立
が
不
可
欠
で
あ
り
、
組
合
で
は
高
性

能
林
業
機
械
の
有
効
活
用
や
効
率
的
な
路

網
の
整
備
、
現
場
作
業
を
担
う
人
材
の
確

保
・
育
成
に
努
め
て
行
き
ま
す
。

　
五
月
の
総
代
会
の
場
で
も
述
べ
ま
し
た

が
、
今
年
度
の
三
つ
の
目
標
、
課
題

一
、
森
林
境
界
明
確
化
と
放
置
林
整
備
施

業
の
促
進

二
、 

経
営
計
画
認
定
森
林
面
積
の
拡
大
と

施
業
の
円
滑
実
施

三
、 

高
性
能
林
業
機
械
の
活
用
と
素
材
生

産
事
業
の
推
進

を
組
合
の
重
点
項
目
に
設
定
し
、
こ
れ
ら

の
達
成
、
克
服
の
取
組
を
通
し
て
、
組
合

組
織
基
盤
や
事
業
推
進
力
の
強
化
を
図
り

な
が
ら
組
合
の
運
営
に
当
た
り
た
い
考
え

で
す
。

　
当
組
合
は
八
期
連
続
で
黒
字
決
算
を
達

成
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
来
て
林
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
い
よ
い
よ
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
一
段
と
進
む
木
材
価
格
の
低

下
と
木
造
住
宅
建
築
数
の
減
少
が
主
要
な

原
因
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
す
。

全
国
の
人
工
林
資
源
の
充
実
が
進
む
中
、

林
業
・
木
材
業
界
の
産
地
間
競
争
が
激
化

し
、
生
き
残
り
を
賭
け
た
戦
い
の
様
相
を

呈
し
て
来
て
い
ま
す
。
私
共
役
職
員
は
、

県
・
市
町
等
の
指
導
や
援
助
も
仰
ぎ
な
が

ら
、
知
恵
を
絞
り
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
難

局
を
乗
り
切
る
た
め
、
精
一
杯
邁
進
す
る

覚
悟
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
組
合
員

の
皆
様
か
ら
も
忌
憚
の
な
い
建
設
的
な
意

見
を
賜
り
な
が
ら
、組
合
の
総
力
を
挙
げ
、

組
合
の
発
展
の
た
め
頑
張
っ
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
ご
支
援
ご
鞭
撻
の
程
、
心

か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
長
再
任
の
挨
拶代

表
理
事
組
合
長
　

金
　
野
　
忠
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議
案
第
一
号

平
成
二
十
七
年
度
業
務
報
告
書
の
承

認
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
書
の
決

定
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

平
成
二
十
八
年
度
一
組
合
員
に
対
す

る
貸
付
金
の
最
高
限
度
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

平
成
二
十
八
年
度
借
入
金
の
最
高
限

度
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

平
成
二
十
八
年
度
理
事
及
び
監
事
の

報
酬
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

平
成
二
十
八
年
度
債
務
保
証
の
最
高

限
度
に
つ
い
て

議
案
第
七
号

余
裕
金
の
預
入
先
金
融
機
関
に
つ
い

て

　
第
二
十
二
回
通
常
総
代
会
は

五
月
二
十
七
日
、
能
代
市
元
町

の
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
能
代

で
、
総
代
一
九
六
名
の
出
席

（
本
人
出
席
一
二
〇
名
、
書
面

議
決
七
六
名
）
を
得
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
議
事
に
先
立
ち
、
金
野
組
合

長
が
挨
拶
を
し
た
後
、
来
賓
を

代
表
し
て
、
能
代
市
齊
藤
滋
宣

市
長
、
山
本
地
域
振
興
局
河
越

博
之
農
林
部
長
、
米
代
西
部
森

林
管
理
署
相
澤
肇
署
長
、
秋
田

県
森
林
組
合
連
合
会
笹
村
守
総

務
課
長
の
四
氏
か
ら
ご
祝
辞
を

賜
り
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
天
神
・
荷
上
場
地

区
の
簾
内
久
氏
が
選
出
さ
れ
、

全
て
の
提
出
議
案
が
満
場
一
致

で
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

議案に賛成挙手をする出席総代

▲

沢山の来賓を
迎えた中、挨拶
する金野組合長

議長を務めた
天神・荷上場地区の簾内久氏

通常総代会
　

平
成
二
十
七
年
度
の
我
が
国
経
済
は
全
体

的
に
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る

が
、
林
業
・
木
材
業
に
お
い
て
は
、
新
設
木
造

戸
数
が
前
年
対
比
で
一
五
、
〇
〇
〇
戸
ほ
ど
の

増
加
に
な
る
見
込
で
は
あ
る
が
、
木
材
価
格
は

安
く
な
っ
て
い
る
。
地
方
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

よ
る
好
循
環
の
波
及
効
果
は
低
次
に
止
ま
っ
て

い
る
感
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
経
済
情
勢
の
中
、
当
組
合
事

業
の
取
扱
高
に
つ
い
て
は
、
総
収
益
ベ
ー
ス
で

は
七
〇
五
、
八
三
六
千
円
の
実
績
と
な
り
、
当

初
計
画
を
達
成
し
て
お
り
ま
す
。
機
構
改
革
に

よ
り
労
働
環
境
を
整
備
す
る
と
共
に
、
事
業
経

費
の
低
減
に
努
め
た
結
果
、
損
益
ベ
ー
ス
で
は
、

対
前
年
度
比
で
、
事
業
総
利
益
が
四
％
の
増
益

で
一
五
二
、
八
五
九
千
円
、
経
常
利
益
が
一

四
％
の
増
益
で
二
二
、
九
五
九
千
円
、
税
引
前

当
期
利
益
が
四
四
％
の
増
益
で
二
二
、
三
八
二

千
円
と
、
黒
字
経
営
の
継
続
が
で
き
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
の
ご
協
力
と
行
政
等
関
係
機
関

の
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

部
門
別
事
業
を
計
画
対
比
で
見
る
と
、
指

導
部
門
が
一
一
〇
％
、加
工
部
門
が
一
二
三
％
、

森
林
整
備
部
門
が
一
〇
七
％
と
順
調
に
実
施
で

き
ま
し
た
が
、
販
売
部
門
に
お
い
て
は
二
十
六

年
度
に
高
性
能
林
業
機
械
二
台
の
導
入
と
い
う

設
備
投
資
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
素
材
生
産
関

連
事
業
を
中
心
に
六
〇
、
〇
〇
〇
千
円
と
い
う

大
幅
な
事
業
量
の
増
大
を
狙
っ
た
計
画
を
立
て

ま
し
た
が
、
四
一
、
〇
〇
〇
千
円
の
伸
び
に
止

ま
り
九
五
％
と
な
り
ま
し
た
。
販
売
部
門
の
成

長
を
期
し
て
、
更
な
る
林
産
事
業
力
ア
ッ
プ
を

図
る
た
め
、
今
年
度
末
に
高
性
能
林
業
機
械
・

ハ
ー
ベ
ス
タ
一
台
を
導
入
し
ま
し
た
。
今
後
の

組
合
事
業
の
中
で
最
重
要
部
門
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
部
門
で
も
あ
り
、
引
き
続
き
生
産
性

向
上
を
図
り
、
取
扱
高
の
伸
長
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　

組
合
が
掲
げ
た
重
点
四
項
目
に
関
す
る
取

り
組
み
概
況
と
し
て
は
、

■ｉ
放
置
林
の
施
業
促
進

　

施
業
実
施
の
起
点
と
な
る
森
林
境
界
の
明

確
化
と
、
搬
出
間
伐
施
業
を
集
約
化
し
て
実
施

す
る
こ
と
に
力
を
傾
注
し
ま
し
た
。
ま
た
「
認

定
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
の
資
格
を
職
員
七

人
に
新
た
に
取
得
さ
せ
（
累
計
で
十
三
人
〜
全

国
七
位
）、
施
業
促
進
の
た
め
の
体
制
を
強
化

し
ま
し
た
。

■ⅱ
森
林
境
界
明
確
化
作
業
の
促
進

　

能
代
市
森
林
明
確
化
事
業
等
の
助
成
を
活

用
し
、
一
〇
六
ha
の
森
林
で
境
界
明
確
化
作

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

■ⅲ
森
林
経
営
委
託
契
約
締
結
の
促
進

　

新
た
な
契
約
締
結
に
基
づ
き
、
十
四
団
地

の
森
林
に
つ
い
て
森
林
経
営
計
画
を
作
成
し
、

認
定
を
受
け
ま
し
た
。
計
画
認
定
森
林
は
六
十

三
団
地
、
一
二
、
一
九
七
ha
に
増
加
し
、
管
内

民
有
林
の
約
二
五
％
ま
で
網
羅
し
ま
し
た
。

■ⅳ
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
促
進

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
利
用
の
チ
ッ
プ
材
の
供

給
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
資
す
る
森
林
吸
収

源
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
力
を
入
れ
取
り
組
み

ま
し
た
。
管
内
の
素
材
生
産
業
者
等
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
約
六
、一〇
〇
㎥
の
低
質
材
・
林
地

残
材
を
需
要
者
に
供
給
し
ま
し
た
。

組
合
の
主
要
な
事
業
活
動
の
内
容
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国
は
い
ま
、「
デ
フ
レ
脱
却
・
経
済
再
生
」

と
「
財
政
健
全
化
」
の
双
方
を
同
時
に
前
進

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
難
局
に
あ

り
ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
第
二
ス
テ
ー
ジ
が

始
ま
り
、「
希
望
を
生
み
出
す
強
い
経
済
」

の
実
現
を
目
指
し
た
い
と
し
て
新
た
な
一
の

矢
を
放
ち
ま
し
た
が
、
林
業
界
に
対
し
て
は

森
林
吸
収
源
対
策
上
で
重
要
な
役
割
を
担
い

な
が
ら
、「
林
業
の
成
長
産
業
化
」
で
地
方

創
生
を
牽
引
し
、
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現

を
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
国
策
の
流
れ
を
受
け
、
森
林
組
合
系

統
で
は
新
た
に
「
森
林
・
林
業
・
山
村
未
来

創
造
運
動
〜
次
代
へ
森
を
活
か
し
て
地
域
を

創
る
〜
」
を
採
択
し
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き

運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
組
合
で
は
こ
の
全
国
方
針
に
沿
い
、

二
十
八
年
度
に
お
い
て
、次
の
三
つ
の
目
標
、

課
題
を
組
合
の
重
点
項
目
に
設
定
し
、
こ
れ

ら
の
達
成
、
克
服
の
取
組
を
通
し
て
、
組
合

組
織
基
盤
や
事
業
推
進
力
の
強
化
を
図
り
な

が
ら
組
合
運
営
に
当
た
り
た
い
考
え
で
す
。

一
、 

境
界
明
確
化
と
放
置
林
整
備
の
促
進

　

森
林
所
有
者
の
利
益
最
優
先
を
根
底
に
置

き
、
森
林
の
境
界
明
確
化
を
強
力
に
推
し
進

め
る
と
共
に
、
施
業
の
集
約
化
、
高
性
能
林

業
機
械
の
活
用
や
路
網
整
備
を
図
っ
て
、
放

置
林
の
施
業
実
施
に
繋
げ
て
行
き
ま
す
。

二
、
経
営
計
画
認
定
森
林
面
積
の
拡
大
と
施

業
の
円
滑
実
施

　

昨
年
度
ま
で
に
育
成
し
た
認
定
森
林
施
業

プ
ラ
ン
ナ
ー
十
三
名
が
先
頭
に
立
ち
、
き
め

細
や
か
な
対
応
で
経
営
計
画
の
認
定
森
林
面

積
を
拡
大
し
、
併
せ
正
確
な
森
林
現
況
調
査

と
的
確
な
事
業
設
計
に
基
づ
き
作
成
し
た
施

業
プ
ラ
ン
書
を
提
案
し
、
組
合
員
の
承
諾
、

委
託
申
込
を
得
な
が
ら
、
造
林
、
保
育
や
搬

出
間
伐
の
施
業
を
円
滑
実
施
し
ま
す
。

三
、
高
性
能
林
業
機
械
の
活
用
と
素
材
生
産

事
業
の
推
進

　

昨
年
度
ま
で
に
導
入
し
た
三
台
の
高
性
能

林
業
機
械（
フ
ェ
ラ
ー
バ
ン
チ
ャ
ザ
ウ
ル
ス
ロ
ボ
、

フ
ォ
ワ
ー
ダ
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
）
を
フ
ル
活
用
し
、

低
コ
ス
ト
な
素
材
生
産
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
昨
年
度
事
業
承
認
を
得
た
「
公
益
信
託

農
林
中
金
森
林
再
生
基
金
（
農
中
森
力
基
金
）

事
業
」
で
は
、
生
産
性
調
査
や
技
術
検
証
を

行
い
な
が
ら
、
関
連
す
る
事
業
デ
ー
タ
を
収
集

分
析
し
、
以
降
の
事
業
に
工
夫
や
改
善
策
を
講

じ
ら
れ
る
よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
生
産

性
を
向
上
さ
せ
、
そ
の
効
果
で
放
置
林
を
無
く

し
、
事
業
量
の
増
大
と
事
業
費
の
低
廉
化
を
図

り
つ
つ
素
材
生
産
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
の
ご
協
力
並
び
に
関
係
機

関
か
ら
の
特
段
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

地
区
座
談
会
、
組
合
員
研
修
会
、
広
報
紙

や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
内
容
充
実
を
図
る
と
共

に
、
市
町
な
ど
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
も

積
極
的
に
参
加
し
、
組
合
員
を
始
め
、
広
く

地
域
住
民
に
対
し
、
森
林
林
業
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
の
情
報
発
信
等
の
活
動

を
強
化
し
て
行
き
ま
す
。

　

組
合
員
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
・
意
見
・

要
望
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
組
合
や
地
域
の

抱
え
る
課
題
の
克
服
に
努
め
る
と
共
に
、
組

合
の
経
営
状
況
を
的
確
に
報
告
し
て
透
明
性

を
高
め
、
事
業
の
円
滑
実
施
に
繋
げ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
組
合
員
の
林
業
経
営
に
資
す
る

役
割
を
担
っ
て
行
き
ま
す
。

　

木
材
市
況
動
向
や
将
来
の
目
標
林
型
等
の

情
報
も
提
供
し
、
組
合
員
の
皆
様
か
ら
の
同

意
を
得
な
が
ら
、
施
業
区
域
の
団
地
化
と
施

業
の
集
約
化
を
図
り
、
高
性
能
林
業
機
械
等

を
利
用
し
た
低
コ
ス
ト
生
産
を
進
め
、
増
益

を
目
指
し
た
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
主
伐
適
期
齢
に
達
し
た
森
林
に
つ

い
て
は
、
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
に
よ

り
伐
採
後
の
確
実
な
再
造
林
を
推
進
し
、
資

源
の
循
環
利
用
の
促
進
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。

　

春
季
と
秋
季
の
み
の
季
節
操
業
で
す
が
、

安
全
衛
生
に
心
掛
け
、
缶
詰
等
の
委
託
加
工

を
行
い
ま
す
。

　

森
林
整
備
事
業

　

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
持
つ
能
力
を
最

大
限
に
利
用
し
、
森
林
所
有
者
へ
路
網
設
計

や
間
伐
方
法
等
の
森
林
施
業
の
方
針
を
提
案

し
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
向
上

を
図
り
、
森
林
資
源
を
循
環
利
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
管
理
署
や
県
、
市
町
か
ら
発
注

さ
れ
る
森
林
整
備
事
業
の
外
、
森
林
総
合
研

究
所
の
水
源
林
事
業
も
受
注
し
、
一
体
的
な
地

域
森
林
の
健
全
育
成
に
協
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

利
用
事
業

①
Ｇ
Ｐ
Ｓ
・
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
利
用
し
、
積
極
的
に

「
境
界
の
明
確
化
事
業
」
を
活
用
し
て
、

放
置
山
林
の
解
消
に
努
め
、
森
林
経
営
計

画
を
作
成
し
て
施
業
実
施
に
繋
げ
ま
す
。

②
県
や
市
町
か
ら
発
注
さ
れ
る
「
松
く
い
虫

防
除
関
連
事
業
」
に
参
加
し
、
組
合
の
持

つ
高
い
施
業
技
術
力
、
豊
富
な
施
工
能
力

を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
松
く
い
虫
被
害
の

拡
大
防
止
に
努
め
ま
す
。「
ナ
ラ
枯
れ
」

被
害
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
関
係
機
関
と

連
携
し
監
視
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

③
組
合
員
の
財
産
保
全
の
た
め
、
森
林
保
険

の
普
及
と
加
入
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

購
買
事
業

　

系
統
利
用
に
よ
る
林
業
資
材
を
安
定
供
給

致
し
ま
す
。

　

金
融
事
業

　

貸
付
金
の
回
収
と
担
保
森
林
の
保
全
管
理

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

指
導

部
門

森
林
整
備
部
門

販
売

部
門

加
工

部
門

一二三四



6

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅰ 当期未処分剰余金
Ⅲ 剰余金処分額

Ⅳ 次期繰越剰余金

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

※　次期繰越剰余金中、教育情報資金は、900千円である。

（単位：千円） （単位：人、口、千円）

平成27年４月１日から平成28年３月31日まで　（単位：千円） 平成28年４月１日から平成29年３月31日まで　（単位：千円）

平成27年度　損 益 計 算 書

平成28年度　損 益 計 画

平成27年度　剰余金処分案

組合員数及び出資金（H28.3.31現在）

平成27年度　損 益 計 算 書

平成28年度　損 益 計 画

平成27年度　剰余金処分案

組合員数及び出資金（H28.3.31現在）

平成27年度　損 益 計 算 書

平成28年度　損 益 計 画

平成27年度　剰余金処分案

組合員数及び出資金（H28.3.31現在）

平成27年度　損 益 計 算 書

平成28年度　損 益 計 画

平成27年度　剰余金処分案

組合員数及び出資金（H28.3.31現在）

（注意）端数処理の関係で、合計が一致しない場合があります。
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………（第 320 回、入札日：平成 28 年８月１日）

白神木材流通センター木材共販結果及び市況動向

★出品材積：1,920㎥ ★売払材積：1,858㎥
★販売金額：14,618千円	 ★平均価格：7,866円／㎥
★共販参加者：10人　★販売者：９人　★販売率：97％

〈共販概況〉

１．価格状況：全体の平均販売単価は7,866円であった。主要
４規格の値動きを見ていくと、「14㎝下材」が
506円下がって5,734円、「22㎝下材」が140円上
がって8,738円、「28㎝下材」が172円上がって
10,267円、「30㎝上材」が1,119円下がって8,071
円という結果であった。

２．需要状況：入札による販売率が83.5％、また随契販売を含
めた落札率が96.8％と増大していることから、
市売り原木に対する相対的な需要度は高まって
来ていると見ている。しかし、原木市場に出回
る量の減少が原因であり、製品の荷動きは相変
わらず悪く、製品在庫を潤沢に抱えていること
から、原木価格にまでは反映されなかったよう
だ。次回の価格アップを期待したい。

３．入札状況：入札に付した36物件に10社が応札し、「落札」
が34件、「不落」が０件、「無応札」が２件であっ
た。１物件当たりの平均応札枚数は1.69枚で
あった。

㎥

白神木材流通センター
TEL 0185−59−2605 

FAX 0185−59−2600

センター共販への素材の出品、立木の売却や所有林の収穫事業（皆伐、

間伐）を希望される方からの連絡をお待ちしています。

直近開催の木材共販結果●

……… 第308回共販（開催月：平成27年８月）～第320回共販（開催月：平成28年８月）平均販売単価の月推移●

スギ合板材規格別単価● スギ低質材（チップ材）単価●

（単位：円）径級別単価の詳細	

（工場着値、単位：円／㎥） （工場着値、単位：円／㎥）

毎月の木材取引状況は、当組合ホームページ「http://www.shiramori.or.jp/」でご覧下さい。	
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組合員研修会組合員研修会組合員研修会

【スケジュール】
9：15～　チップ製造施設の見学

10：00～　ＣＬＴ講演研修

13：00～　森林境界明確化・高性能林業
機械と搬出間伐

14：10～　高性能林業機械を使った搬
出間伐事業（現場）

�「ＣＬＴを取り巻く現状と県産スギ材利用の可能性」
講演と実験

講師：秋田県立大学木材高度加工研究所教授
　　　　　　佐々木貴信氏（工学博士）
�「森林境界明確化の推進について」
�「高性能林業機械を使った搬出間伐事業」
�「木質チップ製造について」

9月10日平成27年9月10日 木 山本地域振興局駐車場山本地域振興局駐車場
開始時間 午前9：00 （集合・出発）� 終了時間 午後3：30 （到着・解散）�

�参加希望の方は事前にお申し込み下さるようお願いします。

　申し込み先は
　　　本所総務課  TEL 54－9300

�昼食は組合で準備します。
�組合員以外の方も参加できます。
�会場と現場間の移動は組合が用意した
マイクロバスで行います。

�参加希望の方は事前にお申し込み下さるようお願いします。

　申し込み先は
　　　本所総務課  TEL 54－9300

�昼食は組合で準備します。
�組合員以外の方も参加できます。
�会場と現場間の移動は組合が用意した
マイクロバスで行います。

●

★申し込み先：本所総務課  TEL 54－9300
★申し込み期限：9月13日

●
●
●
●

【主たる研修内容】

平成27年
実施日 集合解散場所
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